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― やさしく かしこく つよく ― 

柿小だより 
                                     令和元年５月24日 柿崎小学校発行 

 

大運動会を終えて 

 

校長 上野  宏  

 ５月 18 日、澄み切った青空の下、令和時代の最初の運動会を行いました。当日は、大

勢の保護者の皆様からご声援をいただきました。また、ＰＴＡ執行部並びに保健体育部の

皆さんが、準備と運営に全面的にご協力くださり、スムーズに進行することができました。

ありがとうございました。 

 今年の運動会は、10連休があり、例年より練習機会が少ない状況でした。そんな中、子

どもたちは、体育の時間はもとより、休み時間も競技や応援練習、スローガンづくりなど

に一生懸命に取り組んできました。当日の子どもたちの姿はいかがでしたでしょうか。 

 私は、優勝した白組も準優勝の赤組も、大会スローガン「新時代 赤白ともに絆を深め 

無限の力で勝利をつかめ」の言葉どおり、競技と応援に集中し、全力を尽くしていたと感

じました。「力を尽くす」姿は尊い、と改めて感じたところです。 

 特に感銘を受けたのは、閉会後、応援席に戻った子どもたちの姿です。自発的に「がん

ばったエール」を送り合う姿、各組のみんなに感謝の言葉を述べる応援団の姿、10 日間、

休み時間も削って練習してきた応援団に大きな拍手を送る姿、等々です。運動会を通して

勝敗を越えた充実感を味わっていた瞬間、今年、一番大きくＯｎｅ Ｕｐした子どもたち

の姿であったと思います。 

 保護者の皆様、地域の皆様からは、終日、子どもたちのがんばりにご声援をいただき、

ありがとうござました。スローガンの下、運動会を成功させるという大きな目標を達成し

た子どもたちの次なる目標は何か、新たな目標を立て、また、がんばる子どもたちを楽し

みにしています。 
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「新時代 赤白ともに絆を深め 無限の力で勝利をつかめ」 
 

青空に恵まれた１８日（土）、盛大に第４３回大

運動会を開催することができました。 

開会式では、白組団長と、赤組団長が誓いの言葉

を堂々と発表し、運動会が始まりました。子どもた

ちはこれまで、競技に応援に一生懸命練習してき

ました。運動会本番、地域の方や保護者の方の大声

援の中、徒競走では、最後まであきらめないで走

り、応援では、声がかれるまで大きな声を出し、一

人一人が全力を出しました。 

グルグルダッシュリレーでの上学年が下学年を

気づかって走ったり回ったりする姿や、柿崎ふれあい音頭で保護者や地域の方も一緒になって踊る

姿は、とても心和む光景でした。最終種目の 6年生全員リレーは、張り詰めた空気の中でスタート

をしました。工夫された見事なバトンパスに会場から感嘆の声が聞こえてきました。 

結果は、白組が優勝、赤組が準優勝と応援賞でした。来年も、熱い闘いを期待したいと思います。 

保護者の皆様からは親子競技に出場していただき、また、ＰＴＡ役員の皆様からは準備、当日の

運営にご協力いただきありがとうございました。来年も大きなご声援よろしくお願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご声援ありがとうございました！ 

地域の方々も参加したふれあい音頭 海っ子班で協力したグルグルダッシュリレー 

赤白共に、全力でがんばった応援合戦 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年部団体種目 

1・2年 玉入れ 

3・4年 とって とって とりまくれ 

5・6年 騎馬戦 

全員で協力し、勝利を目指して力を合わせて

がんばりました！ 

ＰＴＡ親子種目 

1・2年 親子でデカパンリレー 

3・4年 手つなぎ障害物リレー 

5・6年 縄跳びボール送り 

ＰＴＡ保健体育部の皆さんが楽しい種目を

考えてくださいました。 



交通安全教室を行いました 
 5 月 7 日（火）に柿崎小学校のグラウンドにおい

て、交通安全教室を実施しました。 

 当日は、柿崎幹部交番の方や上越市の交通安全指

導員、柿崎区交通安全協会の方、３年生の保護者ボラ

ンティアの方など17名からご協力いただきました。 

 参加した 1年生と 3年生は、事前にＤＶＤを見た

り、話を聞いたりして、安全な歩き方や自転車の正し

い乗り方について学習しました。 

 その後、多くの皆さんの指導のもと、1年生は、右

側通行や信号のある横断歩道の渡り方などを練習し

ました。 

 ３年生は、実際に自転車に乗って安全な基本動作

や交通ルールについて学習しました。 

 快く自転車をお貸しいただきましたご家庭の皆様、

また、当日ご協力いただきました保護者の皆様、地域

の皆様、大変ありがとうございました。 

 ご指導いただいた話をまとめました。現場指導が

有効です。下記を参考にして、お子さんの技量の確認

と指導をお願いします。 

 今年も子どもたちが安全に過ごせますよう、ご家

庭でも、交通安全についてのご指導をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

☆気になった点 

・自転車の乗り方に慣れていないため、ふらつく子が多い。前を見て運転できない子が多い。 

→ お子さんの乗り方を確認してください。 

・目視での安全確認が出きていないため、後方確認が疎かになってしまう子が多い。 

→障害物を追い越す際や、出発の際には必ず、右後方を安全確認して発進するようご指導ください。 

・お子さんの安全のためヘルメットの装着をおすすめします。 

 

☆点検の合言葉～ぶたはしゃべる～ 

点検を行う際の合言葉を教えていただきました。ご家庭で今一度、自転車を点検してください。 

・ぶ：ブレーキはききますか？ 

・た：タイヤに傷はありませんか？空気圧は適切ですか？ 

・は：反射材は光りますか？ 

・しゃ：車体のハンドル・ペダルに不具合はありませんか？サドルの高さは適切ですか？ 

・べる：ベルは鳴りますか？ 


